
　「独立行政法人 国立病院機構 さいがた医療センター」

市民公開講座のご案内

講演テーマ　「知っておきたい新型コロナの感染対策」
講師　　　　国立病院機構さいがた医療センター　
　　　　　　　　　　　　　　　　感染管理認定看護師　浦沢　昌恵

◎日時　2022年３月５日（土）14：００～15：００　　
◎会場　上越市市民プラザ　第１会議室　上越市土橋1914－3

どなたでも参加できます。
どうぞふるってご参加ください。

▲講演・研修・イベントのご案内
　NHOさいがた医療センター
　 (hosp.go.jp) 

参加無料

過去の講演会・研修会の動画は、YouTube さいがた医療センター公式チャンネル
「SAI- チャンネル : さいがた医療センター」 からご覧いただけます。
https://www.youtube.com/channel/UCzMfcsLPgml9RlTcM2CRsUA 

講演会
動　画

春寒の候、新しい年の初めから１か月を過ぎたところです。光陰矢の如しという言葉通
り、時はあっという間に過ぎていきます。わたくしも、さいがた病院時代に副院長として
着任し、院長を拝命してから１３年を超えました。この間、様々な体験をさせていただき、
多くの方々に助けられました。しかし、これまで体験した中で、近年のコロナ禍ほど人間
の生活様式を変化させたものはなかったと感じています。人と会わない会議システムや仮
想現実での飲酒会など、ITの発展はコロナ禍がなければこれほど進歩することはなかった
でしょう。この発達は、医学にAI（artificial intelligence:人工知能）による診断支援をも
たらし、新型コロナウイルス肺炎の診断支援にも用いられております。これもコロナ禍が
もたらした産物といえるのではないでしょうか。コロナ禍は、人類が過去に体験したこと
がないほどの変化をもたらし、これまでにない生活変容を強いたものといえるでしょう。
移動手段の発展が新型コロナウイルスの世界的拡散をもたらしたことを否定されること
はないと思います。それでも人類は頑張っていると思います。通常のスピードでは考えら
れない速さで新型コロナウイルスに対するワクチンを作り出し、治療法を確立しつつあり
ます。多くの人の命を奪ってきましたが、これらの新しい武器により、多くの人が救われ
ることでしょう。私は、これらの武器はまだ盾であって、鉾にはなっていないと考えてい
ます。早く鉾となる武器を生み出す必要があるでしょう。マスクを外して街を安全に闊歩
できる日を信じて、今は静かに頑張ることが最善だと再認識していただきたいと思います。
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〈基本理念〉「良い医療を安全に、心をこめて」
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新しい年の初めに思うこと新しい年の初めに思うこと
国立病院機構さいがた医療センター　院長　下村　登規夫



さいがた医療センター　地域医療連携室からのお知らせ
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　地域の医療機関や関係機関の皆様との連携を一層深め、受診手続きの
簡素化や双方向の診療情報の迅速な提供など、患者様の意向に沿った
より質の高い地域医療の展開を目指していきます。
　初診や入院、共同利用についてのご相談は、地域医療連携室にお気軽
にお問合せください。

地域医療連携室　連絡先 ＴＥＬ 025－534－6735（直通）
　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ 025－534－6851
　　　　　　　　　　　 Ｅ-mail 226-saigata.chiiki@mail.hosp.go.jp
                                  9:00～ 17:00（土日・祝日を除く） 

地域医療連携室ＨＰ

外来担当医表

さいがた医療センターで提供している医療さいがた医療センターで提供している医療

○神経難病センターとして、主にパーキンソン病、脊髄小脳変性症、多系統萎縮
症、筋萎縮性側索硬化症の薬物調整・リハビリテーション目的の入院を受け入れ
ています。
○スピンラザ（ヌシネルセン）を用いた脊髄性筋萎縮症治療を行っています。
○難病デイケアは、身体機能の維持・向上だけではなく、仲間づくりも支援をして
います。
○神経難病医療…空床情報：2月2日現在　6床

脳神経内科

○一人ひとりのQOLの向上を考え、より豊かな生活となるよう環境づくりを行って
います。　
○在宅の重症心身障がい児（者）のショートステイを受け入れています。
○ショートステイ…利用状況：1月延べ　22日 

重症心身
障がい児(者)

○頭痛、慢性疲労、睡眠時無呼吸、セカンドオピニオン、脳ドック、ボトックス治療
があります。特殊外来

○MRI（1.5Ｔ）、CT（80列）、RI、脳波・神経伝達装置、超音波検査をご利用いただけます。
　1月実績　　MRI　4件、CT　0件、SPECT　0件

共同利用

当センターでは各診療科の専門性を活かしつつ、全人的医療を提供しています。

精神科 ○新潟県依存症専門医療機関・治療拠点機関として、依存症全般（アルコール、
薬物、ギャンブル、ゲーム・インターネット等）の診療、および認知行動療法、
ヨガ、スポーツ、筋トレ、アロマ、女性プログラムなど様々な治療プログラムを
提供しています。
○精神科急性期医療だけではなく、治療抵抗性統合失調症に対してクロザピンの治
療を行っています。上越地域で唯一クロザピンの使用が認められている医療機関
です。
○修正型電気けいれん療法(ｍＥＣＴ)を行っています。
○精神科デイケア・訪問看護ステーションで地域での暮らしを支援しています。
○クロザピンの治療状況…令和4年1月　　新規6例、累計69例


